











































る男性 ･女性は全て ｢父｣ ･ ｢母｣(または
｢オバ｣)､祖父の世代では ｢祖父｣ ･ ｢祖
母｣(または ｢オオオバ｣)として類別される
事になる｡
リネージと世代の意識
前回取り上げた､ガンダを初めとする父系
の潮間バントゥの諸民族の間では､世代区分
の観念が強く意識されている｡それは氏族員
の対人行動を規制する重大な要素になってお
り､氏族の長を選ぶ場合にも尊重されている｡
しかしながら､アフリカでは､氏族やリネ-
ジにおける世代区分の観念が名付けの次元に
まで及んでいる例は無いように思う｡
そうぞく
中国に見られる宗族という親族集団が単系
出自集団のリネージに相当する事に､人類学
者は早くから気付いていた.単系出自理論自
体は､アフリカの ｢支配なき民族｣と呼ばれ
る無頭的な集団の政治構造を理解するために
創られたものであるが､アフリカ研究者が宗
族組織に関心を持ったとしても不思議はない｡
ラドクリフ-ブラウンは､｢中国の制度の重
要な特徴は､世代の区別の維持にある.一般
的な命名法の一つは､最初にリネージまたは
家の名前､次いで所属する世代を表示する名
前､最後に個別的な人名の三つの名前を与え
るものだ｡ リネ-ジ構成員は誰もが､二番目
の名前によって､或る個人が属 している世代
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を言い当てる事ができる｣と述べた [Radcliffe-
Brown,A.R."Intrcduction"inA.R.Radcliffe-
BrownandD.Ford(eds.)AfricanSystems
ofKinshipandMarriagej.
ラドクリフ-ブラウンが中国人の二番目の
名前と見たのは､輩字 (輩行字)と呼ばれる
ものである｡輩字は､五行思想などに基づい
て前もって決められており､原則として男性
にだけ与えられる｡彼は､輩字をいわば ｢世
代名｣と見なしていたようである｡
世代の統制とエクリチュール
各世代を示す輩字の順番は､しばしば詩文
のような形で暗記されている｡川田傾造は､
ブルキナファソのモシ人の場合､王の名前が
トーキングドラムの太鼓言葉に置き換えられ
て伝承され､太鼓を打つ両の素手の動作の身
体的な記憶となって世代をこえて伝達されて
行く事に注目していた｡そして､命名の適時
態の発生を問題とする川田は､そこに ｢原エ
クリチュール｣の発生をも見たのである [連
載第 9回参照]｡輩字を詩文のように記憶す
る中国の技法にも､同様に ｢原エクリチュー
ル｣の発生を見る事ができるだろう｡
輩字を記憶する装置の最も著 しい例は､孔
子の子孫の場合で､｢曲卓の孔子廟には清乾
隆帝が認めた孔子後育三十代の輩字が掲げら
れている｣と言う [相原茂 ｢中国の名づけ｣
『月間言語』19(3),1990]｡ここには､命名と
エクリチュールの明確な関連性が窺える｡
輩字と年齢組名
中国の宗族に見られる輩字の制度は､俗に
言われる通り､文字の存在を前提にしている
とも思える｡しかしながら､先に紹介した川
田によるモシ人の研究は､この考えに暗に含
まれている因果関係をもう一度相対化する｡
例えばガンダ人のように､ リネ-ジ意識な
らびにそれと固く結びついた系譜世代の意識
をもったアフリカの諸民族の間に- ｢世代
名｣や世代区分を示す接辞など- 輩字にあ
たる概念が兄いだせないのは何故だろうか｡
それは､中国の輩字制に基づく ｢長幼の序｣
がそうであるように､系譜世代と実年齢世代
との間にしばしば長幼の逆転という矛盾が生
じる事実に関係がありそうだ｡しかも､各家
に子供が多ければ多い程､またリネ-ジの規
模が大きくなればなるだけその可能性が拡大
する｡観念と現実の運用とを柔軟に調整する
うえでは､硬直したエクリチュールの存在は､
何かと不都合が多いとも言えるのである｡
ここで思いだすのが､東アフリカの牧畜民
たちが独特の形で発達させた年齢組体系であ
る｡キブシギスなどのカレンジンに一例を取
れば､彼らの年齢組は15年ほどの間隔で作ら
れ､息子は原則として父親の次の次の年齢組
に属する｡これは､氏族制度をそのまま拡大
した制度ではなく､むしろそれを横断する形
で機能して民族を統合する制度である｡事実､
東アフリカの牧畜民たちは､アフリカで最も
強い民族的統合を実現していた｡上に記 した
原則を見れば､年齢組体系は､系譜深度の深
まりと共に氏族の各系の間で徐々にずれてし
まう系譜世代と実年齢世代を柔軟に調整する
機能を合わせ持っていることが分かるだろう｡
そして､年齢組体系は､キブシギスの社会生
活全般に及ぶ長幼の序に基く行為規範の枠組
みを提供して来たのである｡
キブシギスの7つの年齢組はそれぞれ固有
の名前を持っており､時を同じくして存在す
る｡各組の構成員は､循環的に (つまり､ほ
ぼ105年ごとに)更新される事になる｡ しか
も､さらに興味深いのは､男性が往々他の年
齢組員から彼の所属する年齢組名で呼びかけ
られる事だ｡この場合､年齢組名は一種の名
前の役割を果していると言えなくもない｡そ
して､年齢組名は､少なくとも ｢原エクリ
チュール｣としても輩字に匹敵し､しかも民
族全体にわたって男性の世代区分を明示する
機能を持つのである｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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